北海道の 〇〇 大学 は、 後 に 農園が あ つ て、 側面が 運 

動 場に なって いるが、 その 運動場の 端れ から 農園に か 

けて 草の 堤が 続き、 そして 堤の 外 は 墓場に なって いた。 

まう 

年代 は 不明で あるが、 その 大学に、 某と 云う 学生が 

いた。 色の 蒼い 脊の ひよ ろ 長い 陰気な 青年であった。 

その 学生 は 何時も 一人で、 校舎 や 運動場の 隅で 瞑想に 

でも 耽け つてい るよう に ぼつねんと していた ので、 

何人も その 存在 を 認める 者はなかった が、 ただ 一 人 M 

と 云う 学生 だけが それ を 知っていた。 と 云う の は、 M 

と 其の 学生 は 寄宿舎の 寝室が 一 所で あるう えに、 寝台 

が 並んで いたが ためであった。 一行の 寝室 は 二階の 奥 



の 部屋であって、 そこに は 六つの 寝台が 置いて あった。 

そんな ことで M は 其の 学生 を 知ってい たが、 ただ 朝 

晚の 挨拶 を かわす くらいの ことで、 無論 郷里な ど は 知 

ら なかった。 知ろうと 思った こと もあった が、 対 手が 

ひどく 嫌うよう にす るから 訊いても みなかった。 

それ は 霧の 深い 夜であった。 その 夜 は 何故か 寝ぐ る 

しかった。 そして、 やっと 眠り かけた ところで、 微か 

な 物の 気配が したので、 M は そっと 眼 を その 方へ やつ 

た。 室 は 外の 白い 霧の ために 微かに 明るかった。 そこ 

に は 学生が 皆の 寝息 を 窺いながら、 寝台から おりて 服 

を 著け ている ところで あ つ た。 



M は どこへ 往く つもり だろうと 思った。 M は それに 

興味 を 覚えて その後 をつ けようと 思いだ した。 一 方 学 

生 は 四辺に 気 を 配りながら そ つ と 扉 を 開けて 廊下へ 出 

た。 

うわぎ 

それと 見て M も 上衣 を 引っかけて 廊下へ 出た。 学生 

うしろ ふ 

は 後 を 気にする ように、 時おり 揮り 返りながら 廊下 

ゆ きづ ま 

の 行詰りへ 往 つて、 それから 階段 をお リて往 つた。 M 

こうちり 

も 蝙蝠の ように 体 を 壁へ くつ つけく つ つけして 学生 を 

うんどうば 

追って 往 つた。 階段 を 降りた 処に 運動場へ 出る 扉が 

あって、 それに は 錠 をお ろして あった。 学生 は それに 

は 見向き もしないで、 扉の 端に ある 下駄箱の 上へ よじ 



のぼった。 下駄箱の 上に は 明りと りの 横 窓が あった。 

そこで 学生 はまた 四辺に 注意して おいて、 その 横 窓の 

硝子 扉 を 開けて 猫の ように 這って 外へ 出た が、 それ は 

馴れた 身の こなしであった。 

階段の 上から それ を 見て いた M も、 すぐ その 真似 を 

して 外へ 出た。 外 は 運動場であった。 みると 学生 は 白 

い 霧の 中へ 黒い 影 を 落しながら どんどん 向う の 方へ 

往 つていた。 そうなる と M も 小 走に 走らなくて はなら 

なかった。 そして、 彼の 堤まで 往 つたと ころで 学生の 

姿が 見え なくなった。 

堤の 向う は 墓場であった。 M は そこで 奴め 墓場で 



たれ あい びき 

何人 かと 媾曳で もす るの かと 思った。 M はます ます 面 

白くな つたので、 堤 を 越えて 墓場へ おりた。 

墓場に は 学生の 姿 は 見えなかった。 しかし、 墓場 以 

外に 往 つたと 思われな いので、 M は 石碑と 石碑の 間 を 

探して 歩いた が、 どうしても 見つからなかった。 三十 

分 近く も 彼方此方して へとへと になった ので、 一 つの 

大きな 石碑の 傍へ 立って 足 を 休めながら、 見る ともな 

しに ひょいと 前の 方 を 見た。 と 一間く らいの 処に地 を 

掘リ かえした ような 処が 見えた。 M は そこで これ は 葬 

式 をす るた めに 掘り かえした もの か、 それとも 掘った 

址 かと 思った。 その 瞬間 掘り かえした 土の 盛り あがり 



うずくま 

の 傍に 蹲 つてい る 怪しい 物 を 見つけた。 怪しい もの 

うす あか 

は 学生であった。 学生 は微 明るい 霧の 中に 顔 を 見せた。 

其の 学生の 口の 周囲に は、 微赤 いどろ どろした 物が 附 

いていて、 それが ために 口が 耳の 根まで 裂けて いるよ 

うに 見えた。 

「わ」 

つ まず 

M は 夢中に なって 走った。 石碑に 躓き 石碑 を 倒し 

た。 そして、 やっと 寄宿舎へ 帰つ て、 寄宿舎の 扉に ぶ つ 

つかりながら、 

「開けて くれ、 開けて くれ」 

と 大声で 喚きた てた ので、 寄宿生た ちが 驚いで 〔# 



「驚いで」 は ママ〕 起きて 来た。 M は 舌が 硬ば つて 事情 

を 話す こと もで きないので、 そのまま 己 の 部屋へ 往っ 

ねむ 

て 寝た が、 睡れる はずがない。 M はや や 静まり かけた 

頭で 学生の 怪しい 行動 を 考えて いたと ころで、 蒲団の 

ま あおざめ ひ 

端 を さっと 捲 くられた。 そこに は 学生の 蒼褪た 痙き 

つ つた 顔が あった。 

「見た、 貴様 見た の だな」 

M は 気絶して しまった。 そして、 同室の 者に 介抱せ 

られて 気が 注いた 時には、 もう 彼の 学生 はいなかった。 

M は 後に なって、 彼の 学生 は 癩病の 系統の ある もの 

で、 それに は 死体が 薬になる と 云う 迷信から、 そんな 
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